
ゴ議、

f議会
l i↑ 

C 

に

消
防
出
初
式
ま
ど
い
ふ
り



則
問
は
、
昭
和
田
年
度
か
ら
昭
和
田

年
度
ま
で
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
問
年
度
、

6
月
比
び

7
川
町
低

品
天
災
に
よ
る
怯
省
出
業
者
が
天
災
融

資
法
に
基
づ
き
、
今
企
町
内刷
業
協
同
組

A
円
か
ら
借
入
町

3
千
Z
百
日
万
円
に
対

す
る
利
子
補
給

(
2

町
%
)
8
百
刊

万
円
に
対
す
る
利
チ
州
桁
3

田
%
且

び
釧
先
補
償
を
す
る
も
の
て
す
.

凱
夫
補
償
元
金
借
入
れ
の

M
の
飢
2

千
品
万

5
千
円
利
子
補
給
的
孤

3
百

四
万
Z
百
回
問
、
合
間
限
度
制
2
千
3

百
回
万

5
千
2
百
日
間
を
利
子
補
給
す

る
も
の
で
す
。

-
昭
和
問
年
度
今
金
町
一

般
会

計

補

正

予
算

(

第

9
号
)

に
つ
い
て

歳
入
に
つ
い
て
円
主
な
も
町
は
、
町

税
町
砿
定
、
町
民
税
、
凶
定
資
産
税
、

国
有
資
産
等
所
在
市
町
村
交
付
金
納
付

金
主
ど
の

4
百
四
万

6
千
円
が
追
加
補

正
さ
れ
た
他
地
万
交
付
悦
1
千

8
肘

却
方
4
千
円
が
追
加
と
な
っ
た
の
は
、

概
羽
交
付
肉
眼
定
に
よ
る
も
の
で
す
固

史
に
は
分
担
金
及
び
負
担
金
に
お

い
て
神
丘
如
2
地
区
畑
地
哨
総
合
土
地

改
良
市
引
業
受
益
者
負
相
企
で
、
附
き
ょ

排
水
計
画
的
中
止
に
よ
る
も
の
な
ど
等

で
4
百
日
万
6
千
円
減
額
と
な
っ
た
も

の
で
す
.

岡
山
岬
支
出
金
に
つ
い
て
の
教
育
費
国

時
術
助
金
6
百
市
万
?
千
円
円
追
加
は
、

当
初
見
込
割
に
て
計
上
し
て
お
り
ま
し

た
が
こ
れ
の
確
定
に
よ
る
も
の
で
す
。

災
害
復
旧
費
園
町
制
助
金
町

7
百
岨

昭
和
切
年
度
第

4
固
定
例
町
議

会
が
ロ
月
辺
、
お
日

E
両
日
に
わ

た
り
開
か
れ
、
町
長
の
行
政
報
告

を
始
め
と

し
て
委
員
会
的
審
査
報

告

や

一
般

質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

更
に
、
条
例
や
予
算
辺
件
が
提

案
審
議
、
陳
情
、
請
願
な
と

9
件

が
委
員
会
付
託

と
な
り
ま
し
た
。

・
一

般

質
問
内
容
に
つ
い
て

荒
井
誠
員
園
間
股
用
地
開
発
市
中
草
に
伴
う

地
力
的
接
対
策
に
つ
い
て
「
地
力
明
進

町
帥
肥
組
問
的
奨
励
円
巧
え
万
に
つ
い

て
、
農
地
造
成
に
よ
る
表
土
流
出
む
と

の
災
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
」
。

畏
昔
川
股
員
""市
山A
U

対
策
と
今
後
町
民

業
経
世
安
定
対
策

ι
つ
い
て
「
き
め
細

か
む
冷
告
対
策
と
牒
業
経
世
安
定
対
策

的
早
期
実
現
を
」
。
再
度
一
村
一
品
運

動
向
進
的
方
に
つ
い
て
「
町
一
一
ュ
!

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

比

F
し
て
」

.
む
ど
同
党
包
が
あ
り
ま

し
た
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
「
議
会
だ

よ
り
し
に
て
叫
載
さ
れ
る
干
定
で
す
。

・

今

金

町
職
員
の
定
年
等
に
関

す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

こ
の
条
例
は
、
地
万
公
務
民
法
に

よ
る
む
町
で
職
員
同
定
年
を
年

齢
印
年
と
し
た
も
の
で
す
。
で

す
が
、
医
療
業
務
に
従
事
す
る

医
師
に
つ
い
て
は
.
年
船
田
年

と
し
川
初
日
且
び
調
理
艮

に
つ
い
て
は
、
年
齢
回
年
と

し
た
も
の
で
す
.
そ
町
他
岬

制
に
つ
い
て
は
特
例
が
ゐ

C C 

万
6
千
円
円
減
翻
は
、
内
石
第
1
地
区

水
路
工
民
害
復
旧
卒
業
専
で
あ
り
、
経

W
H
車
(
補
助
車
)
的
変
市
民
に
よ
る
も
円

で
す
。諸
収
入
町
雑
入

3
千
日
万
円
に
つ
い

て
は
、
重
度
心
身
障
占
有
医
療
費
高
知

療
養
費
百
幻
万

9
千
円
の
追
加
と
側
抗

資
金
組
合
制
立
金
主
別
交
付
金
3
千
斤

町
万
円
円
捕
制
は
、
術
立
予
定
額
を
械

と
し
た
も
の
で
す
。

町
山
川
町
農
村
水
産
業
的
8
百
叩
万
円

的
組
制
に
つ
い
て
は
、
市
中
業
向
硝
定
に

よ
る
も
の
で
す
.

基
引
補
正
傾
7
百
叫
万
2
千
円
町
制

と
主
リ
、
歳
入
総
瓶
詰
倍
1
千
9
百
担

月
1
千
円
と
な
っ
た
も
の
で
す
.

歳
出
に
つ
い
て
の
主
な
も
の
は
総

務
賀
町
財
産
管
理
資
4
百
日
万
円
町
追

加
は
、
地
絡
調
在
に
伴
う
町
有
地
境
界

標
石
埋
没
に
よ
る
も
の
と
公
有
財
産
購

入
費
に
つ
い
て
は
、
山
山
学
校
問
地
3

千
6
百
四
耐
で
あ
り
ま
す
.

民
生
四
的
障
害
者
特
別
対
策
刊
2
百

担
万

9
千
円
の
迫
加
は
、
重
度
心
身
昨

害
者
医
様
扶
助
で
あ
り
入
院
の

3
制
白

川
日
明
に
よ
る
も
円
で
す
.

労
働
背
8
宵
剖
万

6
千
円
町
追
加
に

つ
い
て
は
‘
季
節
労
働
者
就
労
対
策
不

業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

牒
林
水
産
業
山
口
町
牒
業
娠
興
費
6
百

回
万

9
下
川
町
減
傾
は
、
町
、
回
年
度

市
在
に
伴
う
計
年
度
利
子
補
給
に
つ
い

て
、
自
力
に
よ
り
償
還
し
た
も
の
と
.

堆
肥
盤
設
置
事
業
補
助
金
は
、
当
初
回

り
ま
す
が
、
こ
の
条
例
は
、
昭
和
印
年

3
月
別
H
か
ら
地
行
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
.

-
今
金
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て

扶
誰
下
出
向
川
制
、
配
偶
布
に
つ
い

て
「
1
万
2
千
円
」
を
「
1
万
2
千
3

百
円
」
に
、
扶
益
税
族
た
る
子
、
父
母

等
町

2
人
ま
で
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、

「
3
千
5
何
問
」
を
「

3
千
8
百
円
」

に
配
偶
者
が
な
い
場
合
は
、
そ
町
う

ち
l
人
に
つ
き
「
8
千
円
」
を
「
8
千

3
百
円
」
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

住
居
干
当
に
つ
い
て
は
、
月
額
1
万

4
千
5
行
問
を
超
え
る
京
日
を
支
払
っ

て
い
る
職

M
.
家
目
的
月
初
か
ら
1
万

4
千

5
百
円
を
控
除
し
た
傾
向

2
分
の

l

(
そ
町
控
除
し
た
翻
町

2
升
町

ー
が

「
6
千
5
育
問
」
を
「

6
千
8
百
問
」
)

に
改
め
、
を
魁
え
る
と
き
は
「

6
干
5

百
円
L

を
「
6
千
8
百
円
」
に
改
め
、

に
7
千
5
百
問
を
加
抗
し
た
額
に
改
め

ら
れ
ま
し
た
.

則
求
干
当
に
つ
い
て
は
、

3
川
l
日、

6
H
I
日
且
び
ロ
月
l
日
の
そ
れ
ぞ
れ

の
基
増
目
、
勤
勉
手
当
6
月
1
日
並
び

ロ
月
l
日
的
基
準
日
『
か
ら
起
却
し
て

同
日
を
趨
え
な
い
純
間
内
に
お
い
て
」

支
給
す
る
を
「
の
叫
す
る
川
町
」
に
改

め
‘
町
長
が
定
的
る
日
に
支
給
す
る
こ

と
に

a
り
ま
し
た
。

-

今

金

町
職
員

の

寒
冷
地
手
当
に

関
す

る
条
例
の
特
例
に
関
す

る
条

戸
町
申
込
み
で
あ
り
ま
し
た
が
冷
害
の

た
め
、

3
戸
町
実
施
と
主
リ
減
額
し
た

も
の
で
す
.

内
同
柿
水
産
業
刊
の
土
地
改
良
山
口
l
千

2
百
却
万
8
千
円
円
減
額
に
つ
い
て
は
、

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

こ
れ
は
、
開
料
価
制
的
変
動
に
仲
い

改
め
る
も
の
で
す
.
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田
今
金
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
条

例
制
定
に
つ
い
て

主
人
制
相
セ
ン
タ
が
団
年
比
月
お

円
完
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
条

例
を
制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

使
用
問
拍
時
期
は
、

2
月
を
予
定
し

て
わ
ね
り
社
会
稲
祉
協
議
会
の

4
務
局

を
セ
ン
タ
ー
内
に
世
き
教
育
委

μ会

と
述
鳴
を
は
か
り
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

-
今
金
町
農
業
後
継
者
奨
学
金
貸

与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

本
町
内
農
業
後
継
者
を
育
成
し
、
確

保
す
る
こ
と
か
ら
、
短
期
大
学
、
専
門

学
校
進
学
者
に
対
し
貸
与
し
て
い
る

も
の
で
す
が
、

ζ

れ
の
対
組
に
町
等
学

校
を
追
加
し
た
も
の
で
す
.

-
今
金
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て保
険
加
入
品
に
対

L
、
山
産
自
と
し

て
「
8
万
円
L

を
「
叩
万
円
」
に
改
め

支
給
す
る
も
の
で
す
。

-
今
金
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任

4
叩
に
つ
い
て

分

〈く

日
進
地
区
内
出
免
道
路
整
備
事
業
他
7
本

町
実
施
事
業
町
内
械
に
よ
る
も
の
で
す
。

牒
林
水
艦
業
四
町
造
林
本
草
山
口
5
宵

同
万
円
の
追
加
は
、
救
良
対
策
事
業
と

し
て
町
有
林
保
有
事
業
賃
金
、
と
す
る
も

今
金
町
字
極
川

町
怖
政
干
さ
ん
(
肝
歳
)
が
任

期
満

7
に
な
り
ま
し
た
町
で
議
会
の
再

認
同
意
を
え
た
も
の
で
す
。

-
今
金
町
公
平
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

今
金
町
字
今
金

は
品

一
良
さ
ん
(
帥
議
)
が
任

期
満
了
に
な
り
ま
し
た
の
で
談
合
同
再

開
時
同
意
を
え
た
も
の
で
す
。

-
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

甘
木
綿
(
旧
道
々
路
組
内
郭
教
奇
か

ら
迫
藤
盟
さ
ん
地
先
ま
で
の
川
)
千
5

百
出

m
イ
マ
ヌ
エ
ル

I
号
制
帽
(
旧
道
々

路
棉
町
神
丘
駅
か
ら
チ
ヨ
ソ
ポ
ン
ナ
イ

川
ま
で
の
問
)
百
部

m
イ
マ
ヌ
エ
ル

2

号
綿
(
旧
道
々
時
制
的
丸
山
さ
ん
か
ら

町
道
ま
で
の
問
)
百
凹

m
の
3
路
融
が

追
加
と
な
り

2
百
剖
本
と
な
り
ま
し
た
。

・
町
道
の
路
線
変
更
に
つ
い
て

こ
れ
は
、
住
古
、
奥
山
川
町

3
m
が

延
長
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

圃
昭
和
問
年
度
今
金
町
一
般
会
計

補

正

予

算

(

第

7
号
)
専
決
処
分

の
報
告
に
つ
い
て

ニ
れ
は
、
衆
椛
院
議
只
選
帯
に
伴
い

3
百
臼
万
7
千
円
を
追
加
補
正
し
た
も

円
で
す
。

-
昭
和
問
年
度
今
金
町
一
般
会
計

補

正

予
算

(
第
自
号
)
専
決
処
分

の
報
告
に
つ
い
て

こ
れ
は
、
今
金
町
農
業
協
同
組
合
に

対
す
る
利
子
補
給
提
び
に
机
失
補
償
を

す
る
も
町
で
す
.

( 2 ) 

の
で
す
。

以
上
、
概
要
で
あ
り
ま
す
が
差
引
補

正
級
7
百
村
万
2
干
問
的
措
と
弘
り
、

融
出
総
制
四
億
l
千
9
百
剖
万
l
千
円

と
会
っ
た
も
の
で
す
。

水田利用再編第 3期対策の 概 要について

転 作 奨励補 助 金 基 本 主H
+エ 作 定 ，fi fじ JJ[] 11: 
第 i 毛丘 m 2 やR

特定作物 (平均)42，0001') 20，000P.J 10，0001') 

転作奨励 水年性作物 50，000 20，000 10，000 

補助金 一般作物等 27，000 15，000 10，口日O

I 'f tt: 22，000 15，000 10，000 

管理!転作 転 内一 27，000 15，000 10，000 

補助金 保全官邸 22，000 

土地改比通'1施行補助金 25，000 

1 ，転作定消化加界のうち、「第 1極 J r第 2組」の重絞交付はしない.

2，てん主については、特定作物から一般作物に変更される.

3，新たに転換畑(水稲的作付が不可能会水田)と会る水口iについては、奨励補助金的交付)UI
HH (5年)を設定 L、唱団1は水年世作物並とする。ただ L.転投畑としてすでに 5年を経過

しているもの且び第 3)問中に 5'1を経過寸るものについては、第 3期 Eドに限り経過抽出と L

て対組水1TIと Lて取扱う.

4. t.nlM{加幻町内容
①団地化加p:(節 2JUI対策における団地化加骨と同線)
。9ha 以上町通担聞地て'あること。

Q 3 ha以上師連他国地的合計面舵が計問地区の実施水口!の喧ー以上町辿倒団地であること。

。団地化而肢の90%以上に相当する部分向転作作物が3作物以内である こと。

②集部恒久転作加計

a 地域ぐるみの話し合いにより、地区(J晶子会)の水刷円+以上を計画的かつ恒久的に畑転

換すること.

5，第 2航加割

①柴山作加算(i也区(附)…緋一一一民…立さ)
札ており、転作間に係る農作業が当該転作'品E皇制l作のf刑務町もとに

転作世良組合、中核脱家等を中心、に行われていること.

②地域附作物加羽(般作物の中カらT同村ごとに l作物選定さ札た作物向転作が実施)
されていること。

③高度相1m加算(当該転作田町利用車カ 200%以上であること。

地区 OfHi会)向転作曲町平'I用車が150%以上であること.
④特 I守世刀 カ11 却(都道府県が良蚕凶公局長と協議して定めた要件を満た LているニとJ
上記、 4位向中か句、 i立においてJJIIP吋説的態織を選定し、町においては、i立にお L、て jI!i

定した態械の中から、 JJIIP対訟とする悠械を選定する。

( 3 ) 



昭
和
田
年
度
新
入
学
児
童

自
由
国

マ
中
里
小
学
校

(
1
名
)

中
島

純

子

(

正

勝

マ
種
川
小
学
校

(
7
名
)

伊

藤

照

美

(

俊

黒

須

克

之

(

隆

之

嶋

田

清

久

(

勝

雄

伊

藤

克

(
久

雄

村

上

究

明

(

仁

司

梅

木

隆

(

敏

治

寺

田

尚

弘

(

隆

一

マ
八
東
小
学
校

(
7
名
)

楠

原

郁

夫

(

宏

小

池

弦

徒

(

直

二

阪
井
か
す
み

(
美

男

田

畑

和

郁

(
友

明

白

戸

牧

絵

(

克

行

竹

谷

泉

(

意

艇

弘

佳

(

幹

宏

マ
金
原
小
学
校

(
6名
)

小
田
島
和
宏

(

親

守

笹

森

愉

紀

(

茂

下
回
屋
直
樹

(
訓

男

水

野

真

知

子

(

次

男

伊

藤

学

(
禿
一

遠

藤

晃

代

(

義

治

マ
豊
田
小
学
校

(
5
名
)

臼

井

通

江

(

一

夫

舎
自
も

長
女
)

2
女
)

長
男
)

2
男
)

長
男
)

2
男
)

2
女
)

長
男
)

長
男
)

長
男
)

長
女
)

長
男
)

長
女
)

3
女
)

2
男
)

2
男
)

長
女
)

長
男
)

2
女
)

2
男
)

長
女
)

3
女
)

.
花
町
中
年
u
e
ア
プ
ラ
の
の
リ
き
っ

た
時
期
e

な
ど
聞
か
し
い

言
葉
で
表
現

さ
れ
る
却
代
。
と
こ
ろ
が
肉
体
的
に
は

刊
紙
え
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
ら
わ
れ
る
よ
う

に
な

っ
て
き
ま
す

.
t
肌
白
髭
は
苛

ヲ
に
且
は
ず
、
成
人
荊
や
各
組
ガ
ン
も

危
地
し
て
い
き
ま
す
.
却
代
、
却
代
的

よ
う
に
無
茶
苦
茶
に
突
進
す
る
生
活
は

も
ヲ
や
め
ま
し
ょ
ヲ
.

あ
な
た
の
ぷ
出
版
'
は、

あ
な
た
自

身
町
も
の
で
あ
る
と
同
時

ι.
，家
峡

み
ん
な
の
も
の
u

と
い
う
こ
と
を
よ
〈

訟
議
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
る

い
で
し
ょ
う
か
。
あ
な
た
肉
体
は
あ

な
た
に
と

っ
て
は
家
や
州
政
よ
り
も
大

切
な
は
ず
で
す
。
家
に
雨
漏
り
が
し
た

り
叫
ん
だ
り
す
れ
ば
、
大

F
に
至
る
耐

に
千
入
札
を
す
る
は
ず
で
す
.
さ
ら
に

火
事
仁
志
均
な
い
よ
う
に
火
の
川
レ
心

さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

体
も
同
じ
こ

と
が
官
え
ま
す
.
大
切
な

w
他
山
ア
を

全
て
医
者
ま
か
せ
に

L
.

「
体
が
恵
〈

な
っ
て
か
ら
医
者
に
行
け
は
い
い

」
と

巧
え
て
い
た
の
で
は
手
お
く
れ
と
い

う
段
惑
の
本
態
に
な
リ
か
ね
ま
せ
ん
.

日
頃
か
ら
附
脱
生
活
へ
町
官
血
と
干
防

を
心
が
け
て
下
さ
い
。
つ
ま
り
年

一同

は
定
期
検
診
を
受
け
‘

他市川
町
山
主
竹

段
目
セ
ル
フ
ケ
ア
を
か
か
せ
る
い

よ

う
に
し
て
は
し
い

b
円
で
す
。

笹

森

み

さ

子

(

正

芳

鈴

木

孝

昌

(
一

雄

鈴

木

美

杉

(
幹

努

消

水

車

美

(
好

昭

マ
神
丘
小
学
校

(
4
名
)

河

田

芳

純

(
正

芳

2
男
)

川

崎

雅

之

(和

美

4
男
)

白
山
美
代
子

(

晃

長

女

)

上
村

雅

美

(

盟

2
男
)

マ
今
金
小
学
校
(
防
名
)

今

野

麻

皐

(
政

治

長

女

)

長
谷
川
和
子

(
=
一

郎

2
女
)

仁

木

儀

一

(

幹

雄

長

男

)

池

田

哲

哉

(
市

野

長

兇

)

タ

下

香

(
健

市

2
女
)

須

藤

孝

政

(

光

政

長

男

)

村

本

峰

子

(
正

義

2
女
)

佐

藤

政

似

(
義

雄

2
到
)

永
谷
そ

の
子

(

収

長

女

)

下
山
真
由
美

(

敏

博

2
女
)

鈴

木

広

江

(
勝

成

長

女

)

奥

田

文

乃

(八

平

2
女
)

大

口

陽

平

(

治

長
男
)

工

藤

美

香

(
好

雄

2
女
)

樋
口

圭

子

(
英

二

長
女
)

青

木

崇

弘

(

秀

彦

長
男
)

落

合

洋

介

(

久

長

男

)

長
女
)

長
男
)

2
女
)

4
女
)

C 

-

新
谷

幸

耐

(

幸

宏

日

置

明

彦

(

昭

司

米

山

緑

(

草

新
谷
千
恵
子

(

忠

山

田

大

(
佐
智
子

室

谷

麻

未

(

貢

司

阿
部

祥

子

(
光

究

菊

谷

将

勝

(
栄
一

菱
田
江
里
子

(

正

仰

芳
賀
由
美
子

(

芳

夫

松

村

真

吾

(

消

阿

部

英

樹

(

勝

雄

浅

野

純

子

(

冷

子

江

川

陽

子

(
勝

義

神

谷

祐

幸

(

裕

一

斉

藤

利

徳

(
信

由

自
国

智

彦

(
壮

二

四
回

匡

之

(

徳

治

林

千

春

(
裕

一

室
岩

利口回

(

優

森

山

千

審

(

勉

山
崎

晶

子

(

嗣

夫

今

川

紀

人

(
守

男

似
井

佑

輔

(

茂

春

稲
垣

吏

紀

(

訓

正

谷

垣

瑞

穂

(

文

雄

酬

明

良

忍

(
俊

勝

大
念
、
孝
之

(即
日

一

佐

藤

幸

司

(
誠

司

庄

司

妬

功

(

則

夫

桜

井

啓

(

卓

森

亜

弥

子

(
英

雄

粟

沢

景

子

(

邦

夫

笠

間

一

江

(

進

長長長 2 長 3長長長長長 2長長長 2長長 2長 2長長長 2 3 5 2 2長益 2長長
女女女男男男列男女列男男女女女女男男男 lj~ 女女男男女女男女男男女女男児

固
い
か
に
生
き
る
か

@
病
気
の
段
階
と
健
康
管
理
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

病
気
ガ
進
行
し
て
し
ま
っ
て
か
ら
、
は
じ
め
て
気
ガ
っ
き
入
院
す
る
人
が
い

ま
す
。
手
遅
れ
の
入
院
と
な
る
と
、
病
変
は
進
行
し
す
ぎ
て
い
て
回
復
の
望
み

も
少
怠
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
で
は
負
け
戦
の
末
期
入
院
と
い
う
こ
と
で
す
。

園、自治体、コミュニティ

(i宜、町)(町内、部落)

A
V

掛
矢
町
症
状

が
は
っ
き
り
現

わ
れ
た
状
山田
で

入
院
す
る
人
が

い
ま
す
.

荊
気
は
す
で

に
体
を
む
し
ば

み
始
め
て
い
る

の
で
‘
治
療
に

も
手
聞
が
か
か

る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

会
初
期
杭

状
が
そ
れ

ほ
ど
出
て

、rs
、bJ
E

--4lv
l
 

期
に
早
期

発
見
し

外
来
通
院

す
れ
ば
問

題
は
早
く

解
決
さ
れ

る
で
し
ょ

、，.

会
荊
気
に
な
り

か
け
て
い
る
か
、

む
る
可
能
刊
が

あ
る
か
、
早
期

に
わ
か
れ
は
付

処
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
人
間
ド

ソ
ク
な
と
の

定
期
検
umd
若
年

間
予
定
に
入
札

て
く
だ
さ
い
a

( 自セ
宜 己 Jレ
Jj:管フ

仕 理・
' J~ ili ヶ
、動ア

u" HK 

占
M

山
主
や
仕
事
場
で
荊

%
に
か
か
り
$
い
よ
う
、

白
骨
で
白
分
的
世
話
を

す
る
こ
と
が
他
脱
向
日

主
作
用
リ
セ
ル
フ
ケ

ア
で
す
.

自
主
vu
埋
会
し
で
は

医
療
ン
ス
テ
ム
む
よ
内

が
ぐ
均
っ
き
、
ハ
イ
レ

ベ
ル
町
他
成
は
保
証
さ

札
ま
せ
ん
。

習
慣
病
遇
治
へ
の
道

誠
つ
疋
生
活
習
慣
を
改
め
る
巳
ぽ
、
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
刀
|
|
そ
れ
巳
は
双
の
よ
う
思
ス

テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
実
昨
日
に
楊
す
の
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

吉 南古
野川谷

圭
人

(
新

一

敦

子

(

勝

己

恒

平

(

奔

2
列
)

長
女
)

長
男
)

伊

勢

友

美

(

徹

長

女

)

こ
の
名
簿
か
り
も
れ
が
あ

η
ま
し
た

ら
教
官
委
員
会
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

(4 ) 

J~ 消
呼レ防

びL2
4旬、-、式

"マ
lオト
イ
で

く
《第
二
段
階
》

知
誠
だ
け
で
は
な
ん
に
も
芯
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
を
ど
う
自
分
の
身

E
C
受
け
と
め
る
か
、
自
分
の
問
題

E

と
し
て
受
け
と
め
る
態
度
仁
ま
で

開
時
っ
て
い
く
こ
と
で
守
。

よい社会環境づ〈 り

《第
三
段
階
》

知
議
を
も
ち
自
分
の
こ
と
だ
と

甲
実
感
し
だ
う
え
で
「
こ
う
し
よ
う
L

一
と
意
志
決
定
を
人
に
も
表
明
し
て

十
実
践
に
同
惜
し
ま
す
。

昨

禁
煙
と
か
、
塩
分
制
限
付
悼
と
、

百
人
に
伝
え
る
こ
と
で
決
意
も
そ
れ

司
だ
け
強
い
も
の
に
怠
り
、
同
時
に

『
町
二
邑
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

一
そ
の
習
慣
刀
自
然
に
で
き
る
よ
う

R

に
な
っ
て
こ
モ
本
当
の
良
い
習
慣

官
と
言
え
る
の
で
草
。

福
祉
課
保
健
係

寒
気
、

r
M

A

り
し
き
る
中
で
、
消
防

町
出
初
式
が
行
主
わ
れ
、
回
日
出
名
が

参
加
、
消
防
車
4
台
、
故
由
車
I
台、

広
報
車
l
ム
円
が
市
街
を
パ
レ
ー
ド
を
実

施
、
「
火
の
も
と
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ

フ
U

を
呼
び
か
け
ま
し
た
.

真
に
、

仲H
木
ま
と

い
班
長
の
指
仰
向

も
と
に

6
名
が

「
七
五
三
ゃ
っ
こ

神

田
ゃ

っ
こ
、
今
金
ゃ

っ
こ
、
毛
枯
ゃ
っ

こ
」
を
街
的
嬰
所
に
て
披
露
、

併
せ
て

消
防
予
防
の
P
R
を
し
ま
し
た
。

消
防
庁
舎
前
に
わ
ね
い

て
、
町
長
内
観

聞
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
軒

7
後
、
昭
和
田
年
今
金

町
長
の
行
な
ヲ
功
鎖
、
功
労
表
和
式
が

町
民
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
催
さ
れ
ま
し

た
.
初
年
以
上
町
勤
続
消
防
回
目
功
知

表
彰
者
は
多
田
正
夫

(南
町
)
山
村

幸
雄
(
東
町
)
辻
忠
生
(
本
町
)
門

川
正
夫
(
花
布
)
加
藤
澄
雄
(
花
石
)

鎌

問

茂

(花
右
)
以
上
6
名
町
各
氏

が
今
田
町
表
彰
の
吋
梨
と
む

っ
た
も
の

で
す
.高直圃圏直函圏直~~~

受付

対象 35歳以上の男女

1，000同〔申込みもれの万は早急に役場福祉課衛生係まで〕

7 : 00-8 : 00 2月13目、 14日

町民センタ

時

受診料

所

日

場

( 5 ) 



お

ゆ

べ

う

さ
A

室、

餅

つ
き

ッ
タ
ン
コ
同
開
凶
国
同
開
削
旧
国

翌
劇
で
幕
開
け
を
し
た
小
百
合
保
育

問
曲
名
町
参
加
に
よ
り
遊
戯
会
が
ロ
月

日
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
@

型
劇
に
は
‘

4
、
5
化
成
児
却
名
が
点

ち
ゃ
ん
を
園
児
が
囲
み
聖
歌
を
歌
い
ま

し
た
.
高
ち
ゃ
ん
は
枕
く
こ
と
も
主
く
キ

ョ

ロ
キ
ョ
ロ
し
て
お
り
ま
し
た
.
そ
の
他
、

9
H目
的
遊
戯
&
ど
が
披
露
さ
札
ま
し

た
.今
金
保
育
所
で
む
ほ
月
M

H
町
民
セ

大
学
へ
の
進
学
牢
は
こ
の
数
年
や
や

低
下
町
間
向
に
あ
り
ま
す
が
、
受
験
戦

争
と
い
う
官
繋
が
み
る
ほ
ど
、
い
い
学

校
に
入
り
た
い
子
供
を
い
い
学
校
に

入
れ
た
い
と
い

ヲ
気
持
ち
は
旺
盛
で
す
回

受
験
的
た
的
内
参
布
告
は
た
く
さ
ん
出

版
さ
れ
.
進
学
塾
は
繁
盛
し
て
い
ま
す
。

国
民
的
大
部
分
は
自
分
を
中
産
階
級

と
思

っ
て
い
ま
す
.
外
国
向
日
張
町
よ

う
に
、
子
供
が
一
生
何
ら
せ
ず
に
拡
ら

舎
金
中
学
校
生
徒
会

ン
タ

l
に
わ
ぬ
い
て
遊
戯
全
が
聞
出
川
、
叩

人
が
参
加
、
お
極
目
的
故
誌
が
さ
れ
ま

し
た
。い
ず
れ
も
来
し
く
和
や
か
な

一
日
で

あ
っ
た
よ
う
で
、
組
た
ち

の
阪

も
ニ
コ
ニ
コ
、

ニ
れ
以
上
は
こ

ろ
び
よ
ヲ
の
な
い
頗
を
し
て
お

り
ま
し
た
.

は
月
お

U
は
小
百
合
保
有
川• • 

し
て
い
け
る
は
ど
の
不
動
産
を
桟
す
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
‘
子
供
に
て
き
る

だ
け
の
教
育
を
し
て
や
ろ
ヲ
と
税
た
ち

は
巧
え
ま
す
.
ザ
供
向
散
が
二
人
前
後

と
少
な
い
の
で
教
育
の
た
め
の
山
口
刑

を
支
出
で
き
る
し
、
支
出
し
て
や
り
た

ん
だ
こ
ん
む
こ
と
も
で
き
志
い
の
か
」

と
容
枇
な
〈
し
か
リ
ま
場
。

千
円
は
ヲ
は
日
え
て
‘
自
分
で

4
ぇ

札
ば
で
き
る
こ
と
も
や
っ
て
も
句
い
た

が
り
ま
す
.
仰
と
弟
子
の
あ
い
だ
に
な

〈
で
は
な
ら
な
い
節
度
が
央
わ
れ
が
ち

な
の
で
す
.

学
力
が
伸
び
て
い
く
干
供
は
、
自
発

性
を
も

っ
て
い

ま
す
。
苦
心
し
て
解
決

し
目
標
に
到
達
し
た
、
と
き
の
達
成
町

立
山
び
を
知
っ
て
い
ま

F
。
干
仰
が
自
分

で
考
え
て
も
で
き
な
い
と
き
に
、
文
相
械

が
ヒ
ン
ト
を
与
え
た
り
、
必
礎
的

aζ

と
を
丁
寧
に
教
え
て
や
る
こ
と
は
い
い

で
し
ょ
ヲ
。

し
か
し
‘

の
も
ち
つ
急

ロ
月
沼
円
は
A
F
全
保
汀

所
的
も
ち
つ
き
と
‘
先
生
を
は
じ
め
と

し
て
役
場
侃
制
深
町
人
述
の
ご
協
力
に

よ
り
わ
ね
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

す
.
文
組
向
山河が
引
川
い
学
座
を
も
ち
、

時
川
的
ゆ
と
り
も
あ
る
の
で
、
そ
の
よ

う
に
す
る
的
だ
と
思
い
ま
す
.

川
町
校
制
度
が
4
i
叶
に
組
織
さ
札
て
い

む
か
つ
た
時
代
に
は
、
剛
、
え
ば
汁
の
武

上
町
家
山
田
で
は
父
削
叫
が
子
供
に
教
え
る

父
親
は
家
庭
教
師
か

い
と
税
た
ち
は
巧
え
る

の
で
す
。

父
税
町
中
に
は
進
学
鼎
に
自
分
も

一

紺
に
行
っ
て
民
主
を
見
、
帰
宅
後
‘

一

対
一
で
復
刊
を
す
る
人
も
い
ま
す
。

ま
た
時
間
を
決
め
て
、
英
昭
附
と
か
数

字
を
下
供
に
教
え
て
い
る
文
相
柑

L
い
ま

あ
た
た
か
い
心

今
金
中
学
校
生
徒
が
、
ロ
月
お
日
に

全
校
生
徒
捌
名
が
自
分
述
の
お
こ
ず
か

い
な
ど
を
集
め
た
お
金
を
歳
末
た
す
け

あ
い
に
と
臼
千
馴
円
を
困

っ
て

い
る
人

速
に
あ
げ
て
く
だ
さ
い
と
、
石
川
先
生

向
随
行
町
も
と
に
生
徒
代
表
中
2
年

生
町
足
利
君
他

3
名
が
役
場
内
相
側
協

際
会
に
矧
ら
れ
ま
し
た
.

ニ
れ
は
毎
年
止
徒
会
活
動
事
業
と

し
て
執
行
部
で
計
回

L
、
学
組
合
を
通

じ
て
築
地
し
た
も
の
で
す
.

こ
の
生
徒
た
ち
の
普
芯
に
よ
り
贈
ら

れ
た
お
金
を
稲
祉
協
議
会
で
は
.
光
町

出
や
n
H
N
凶
な
と

町

他

今

金

町
出
身

者

で

他

町

市

町
村
的
街
祉
地
設
に
入

院
さ
れ
て
い
る
万
や
町
内
向
山
刑
院
で

E

J

引
と
し
て

3
ヵ
月
以
上
入
院
さ
札
て
い

る
方
、
市
民
に
は
、
母
子

(
車
)
家
底
的

人
述
に
配
分
、
則
る
こ
と
に
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
.

町
が
普
通
で
し
た
。
父
親
に
教
え
て

L

ら
え
る
干
供
は
争
相
だ
と
い
う
こ
左
に

念
り
ま
す
が
、
実
際
に
は
う
ま
く
い

っ

て
い
な
い
と
い
う
話
が
多
い
よ
う
で
す
。

そ
的
理
由
は

川
月
に
述
胞
が
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
.
税
の
ほ
う
は
「
な

主ヤち

今生中告が主宰徒会¥'i.事長の /¥l

い
わ
ゆ
る

「
教
行
パ
バ
」

聞東被保険者の皆さんヘ

(6 ) 

今金保育所の先生方が工夫をこら Lて

つ〈っ たカ、わいい遊戯会プログラム

に

一
方
的
に
教
え
込
ま
れ
た
干
供
が
、

長
い
将
来
に
わ
た

っ
て
仲
び
て
い
く
ニ

と
は
企
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
.

ハ
チ
よ
ニ
と
の
而
白
さ
を
理
解
さ
せ
、

必
嬰
に
応
じ
て
相
政
相
手
に
も
る
こ
と

で
十
分
で
す
し
、
そ
れ
が
ま
た
子
供
向

た
的
に
も
な
る
の
で
す
.

た
〈
ま

詫
摩

東
京
都
立
大
学

教
授
・
川
市
理
学

武5
俊t

国民健康保険係では、加入者の健康管理の

ー聞として「コンビューター健康調査事業」

を実施しております。

これは、簡易人間ドックOx式記入方法で

すので多くの皆さんの申込みをお待ちしてお

ります。

期限は、

(7) 

3月いっぱいです。

福祉課国民健康保険係から
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お

-
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
確
定
申
告

サ
ヲ
リ
マ
ン
町
給
与
に
つ
い
て
の

所
仰
悦
は
何
日
町
桁
料
や

ボ
ー
ナ
ス

的
文
舶
の
際
に
雌
以
徴
収
さ
れ
.
!
二

月
内
年
末
訓
盤
に
よ

っ
て
一
年
間
的
所

得
税
が
制
算
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
止

の
よ
う
な
場
介
に
は
、
帥
叫
定
巾
竹
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
.

①
昭
柑
五
十
八
年
分
的
給
与
の
収
入

企
矧
が
一
千
万
円
を
越
え
る
人

②
桁
与
的
支
払
い
を
一
カ
所
か
ら
受

け
て
い
る
人
で
桁
与
以
外
向
所
仰

が
二
十
万
円
を
超
え
る
人

③
給
与
的
支
払
い
を
ニ
カ
所
以
上
か

ら
受
け
て
い
る
人
で
、
年
末
調
杭
さ

れ
急
か
っ
た
桁
与
円
収
入
全
制
と
給

与
以
外
町
所
得
金
制
と
の
A
U
計
制
が

二
十
万
円
を
超
え
る
人

ま
た
、
確
定
申
告
を
す
る
且
嬰
の
も

い
サ
ラ

リ

マ

ン

で

b
、
去

の
よ
ヲ
な

場
A
H
は
、
確
定
中
此
い
を
す
れ
ば
雌
胤
徴

収
さ
れ
た
所
得
脱
が
泣
付
さ
れ
る
場
骨

が
あ
り
ま
す
.

①

年

同

途

中

で

退

職

し

そ

の

後

品

早

め
職
し
な
か
っ
た
と
き

②

多

傾

向

医

療

刊
を
主
払

っ
た
と
き

③
住
芭
を
新
築
し
た
り
、
購
入
し
た

L
乙
也
、
包

④
火
災
や
滋
慨
に
遭
っ
た
と
き
な
ど

確
定
巾
告
の
則
川
は
、

=
月
+
六
日

か
ら
三
月
十
五
固
ま
で
で
す
が
‘

還
付

を
受
け
る
た
め
の
申
告
は
一
月
か
ら
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

中
止
日
内
用
紙
は

、
五
十
八
年
分
か
ら

複
勾
式
と
企
り
ま
し
た
.
「
申
告
百
円

A
S
か
た
」
や
「
所
枠
制
同
町
雌
定
中
山
門

的
下
引
き
」
を
香

4
に
し
て
.

中
作
件

を
ご
自
分
で
砕
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

〈
正
し
い
所
得
税
の
確
定
申
告
を
V

所
仰
械
の
硝
定
巾
告
は
、
一
年
間
的

所
件
と
そ
町
悦
似
を
、
制
続
再
が
日
ら

正
し
〈
川
川
口
し
て
中
台

L
納
悦
す
る
と

い
ヲ
民
主
的
な
巾
告
納
税
制
度
に
る
っ

て
い
ま
す
。

同
年
一
年
間
的
所
仰
と
税
制
を
正
し

く
川
昨
し
わ
ぬ
早
め

ι巾
作
と
納
税
を

行
っ
て
〈
だ
さ
い
。

A

申
告
書
用
紙
は
複
写
式
に
v

申
告
書
用
紙
は
、
五
十
八
年
骨
か
ら
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W
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H
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今

今

加

ねが家のアイド11，1
住吉緩行さんの3男(栄町)

圭ちゃん 58.3.31生(11カ月)
性別は、五~を天にまかせて誕生、まだ

11ヵ月な何で、宮識は、アア位l立です.

しぐさは、パイパイゃったい歩き、なん

でも口に入れてしまうので床に物を 1;け

;~ì 

応

棚

1" 

複
写
式
に
主
リ
ま
し
た
。
ボ
ー
ル
ペ
ン

で
カ
を
入
れ
て
書
き
、
ハ

y
キ
リ
写
っ

て
い
る
二
と
を
確
か
め
て
か
ら
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
税
務
署
か
ら
申
告
書
用
紙
が

送
ら
れ
て
い
る
人
は
、
必
ず
そ
の
用
紙

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、
活
刊

さ
札
た
川
祉
を
件

S
訓
じ
た
場
A
H
で
も
、

そ
の
ま
ま
申
告
告
と
一
緒
に
拠
出
し
て

く
だ
さ
い
。

還
付
申
告
に
つ
い
て
は
役
場
税
務

課
に
て
も
受
付

い
た
し
て
わ
ね
り
ま
す
の

で
巾
山
く
だ
さ
い
.

更
に
‘
銀
行
口
座
振
込
町
指
定
に
つ

い
て
も
指
定
し
て
い
た
だ
け
ま
す
と
確

実
、
か
っ
ヰ
く
振
込
が
で
き
ま
す
。

巾
行
時
に
併
せ
て
中
山
く
だ
さ

い
.

-
土
地
や
建
物
を
売
っ

た
と
き
の
税
金

土
地
や
他
物
を
先
っ
た
と
き
に
生
ず

る
利
益
を
鴻
波
所
得
と
い
い
、
こ
の
間

世
所
得
に
対
し
て
は
‘
他
的
所
得
と
分

離
し
て
税
金
を
計
却
す
る
こ
と
に

4
っ

て
い
ま
す
。

《
飽
渡
所
帯
の
計
算
方
法
v

誠
減
価
制

l
(取
仰
向
+
晴
晴
雄
刊
川
)

1
滑
渡
所
得

筑
波
所
件
は

、
譲
渡
し
た
土
地
や
建

物
を
い
っ
カ
句
所
有
し
て
い
た
か
に
よ

っ
て

、

「げは
則
市
川
波
所
仰
」
と

「
知
則

市
川
政
所
得
」
に
分
か
れ
、
税
制
も
そ
れ

ぞ
れ
別
町
方
法
で
計
算
す
る
こ
と
に
主

り
ま
す
。

「
長
期
哨
州
政
所
得
」
は
市
川
被
し
た

ません.親 I之、お腐を経'~ している町で

愛犬家の方ヘ

いそがしいと町ことです.

わが寧のアイドJレを募集しております

目カeはなせず、監視人が必要。けっこヲ

町で広報f系までご連輔(rごさい.

土
地
や
建
物
が
そ
の
年
町
一
月
一
日
現

在
で
、
所
桁
期
間
が
十
年
を
魁
え
る
州
場

合
を
い
い
「
短
期
限
雌
所
仰
」
は
、

そ
の
所
有
則
問
が
十
年
以
下
町
場
A
"
を

い
い
ま
す
。

《
畳
期
櫨
渡
所
帯
の
税
額
計
算
方
法
v

長
期
鴻
政
所
得
か
句
特
別
控
除
(
通

惜
の
場
介
百
万
円
)
を
悲
し
引
い

た
も

の
を
課
税
長
期
鴻
渡
所
得
と
い
い
こ

の
課
税
長
期
捜
波
所
得
が
四
千
万
同
以

下
町
場
A
n
に
つ
い
て
は
二
十
パ
セ
ン

ト
の
収
制
が

、
凶
千
万
円
を
越
え
る
州
制

作
に
つ
い
て
は
次
同
開
式
で
釣
出
し
た

額
に
八
百
万
円
を
加
え
た
税
制
が
か
か

る
こ
と
に
な
り
ま
す
.

(課
税
長
期
市
川
波
所
得
×

二
分
的
一
+

他
的
謀
説
所
付
)
×
総
A
H
W
岬
税
町
岐
阜

(
他
内
部
悦
所
得
+
二
千
万
円
)
×

総
合
謀
説
的
税
率

《
短
期
限
渡
所
帯
の
税
額
計
算
方
法
v

恒
則
鳩
渡
所
件
に
は
、
百
万
円
的
特

別
控
除
が
な
く
、
刊
出
川
悦
短
期
川
晴
雄
所
得

町
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
町
駅
か
、
次
の
却

式
で
骨
出
し
た
傾
向
ど
ち
ら
か
多
い
方

が
悦
航
と
な
り
ま
す
.

〔
(
課
税
知
則
市
晴
枝
所
得
五
十
万
円

+
そ
町
他
的
課
税
所
得
)
×

総
合
謀
説

的
税
率
(
そ
の
他
的
課
脱
所
得
×
総

合
課
税
の
税
車
)
〕
×
百
十
パ
ー
セ
ン

ト山
誹
し
い

市計に

つ
い
て
は
、
八
主
税
務

署
、
ま
た
は
役
場
税
務
課
に
お
た
ず
ね

〈
だ
さ
い
。

犬の野ぱ怠しガ最近めだちま

す。鈎児にも危険をあたえるこ

とガありますので、鎖などでつ

なぎ飼ってください。

事故がおきてからではおそす

ぎます。

( 8 ) 

福祉課衛生係から

間M句-

@⑥⑨((ましか)(!)@

( 9 ) 
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官

官

官

官

官

_2月の休日当醤医
北楠山町国保病院

今金町岩間医院

今金町田保病院

北柑山町平医院

今金町国保病院

5日

!l日

12日

19日

26日

-国保病院看樋婦募集

@応募方法

一一一、住民の動態、一…一一

国保病院において止の要領により幻悩姉を募

集しています。

@人 員 若干名

@資 格 肴醜婦、准宥護婦の免問を宥す

る者

国保病院庶務係までおIIlJい合わ

せ〈ださい.

f包括 ② 022 1 

C 

12月末現在

lItJ月対比
8，782 (+ 8 ) 

4，250 (土 o) 
4，532 (+ 8 ) 
2，596 (- 3 ) 

口

数男

女

出

人

世

ロおたんじようおめでとう

盟T原弘義 !l月21日(守 長引)大和IOIJ 
雌在比奈子!l月27日(勉 反立)命 以

似雌其奈美!l月27日(正樹民主)末広町

岡本香菜!l月29日(渦 民女)煤 H 

河田絵里吉 !l月30日 (イ，'，幸長女)糾l 丘

渡部時倍 121l 4日(盛干IJ 39n 日向山町
渡辺型車 12月11日 (教勝長女)住 "1i ・!l 忠行 12月13日 (ミツ干長引)tr. Jl町
民 光容 12月13日 (ミ Yチ 2!1n尚美男
古文大介 12月16日(保久長則)昨日引

佐藤裕香 12月17日(忠弘 2宜)大和町

斉勝 博樹 12月19日(紀夫 民列)トマンケ y

花" 品啓 12月22日(苧夫 3担3) ~':î ;s.町
南川智恵子 12月23日(};J!9} 長女)地 町

発
行
/
北
海
道
合
金
町
役
場仁

固いつまでもお Lあわせに

阪チ| 英敏(八 束) 一平 1~ 友一(-(糊棚町)

桃訓 lι二(大和町)ー平沢 lノ(:大成町)
中品 光弘(住吉)一村上 端(1'1耳，)

河 I;h 英三(末広町)ー内ヶJ::J由尖 (大手1IP1J)

制
問
②
O
T
T
T
番

訂
正
お
わ
び
に
つ
い
て

新
年
号
で
後
志
利
別
川
東

定
工
事
の
記
事
と
写
真
説
明

の
中
で
「
住
中
地
区
L

と
あ

り
ま
す
の
は
「
上
住
吉
地
区
L

の
誤
り
で
し
疋
の
で
お
わ
び

申
し
上
げ
ま
す
。

花石

λ 針

金n Jll 

Hi 111 
雨前

金保

大和町

L らせ 口口口 広報 口口 お L

8 3哉

8 1歳

6 2 ，;)! 

5 8哉

6 2 t.¥! 
8 2哉

5 8哉

自由おくやみもう Lあげます

鈴木ヨシエ 12月2日

中川彦三 12月5日

木村繁夫 12月8日

奥田勝夫 12月 9日

新谷孫子 12月23日

宮本実蔵 12月30日

水野 l"i'f 12月31日

編
集
/
企
画
課
広
報
係

(10) 
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